
（6）岩⼿中部⽔道企業団との緊急時⽤連絡管施設整備について
定例記者会⾒資料 令和８年４⽉９⽇ 上下⽔道部⽔道課

市は岩⼿中部⽔道企業団と災害などによる断⽔に備え、緊急時⽤連絡管の整備と応援給⽔に関する基本的事項につい
て協定締結式を開催します。

１ 整備⽬的
近年多発する地震や豪⾬等の災害による断⽔に備え、相互に⽔道
⽔の応援給⽔を⾏うため、各々の給⽔区域界まで緊急時⽤連絡管
施設を整備します。

２ 開催⽇時等
・⽇ 時︓令和８年４⽉20⽇ 15:00〜16:00
・会 場︓岩⼿中部⽔道企業団危機管理センター

（北上市藤沢15地割74番地３）
・出席者
岩⼿中部⽔道企業団 企業⻑ ⼋重樫 浩⽂（北上市⻑）
奥州市 市 ⻑ 郷右近 浩

３ 事業概要

Ｒ９
（詳細設計）

Ｒ10〜12
（管布設⼯事） 合計

奥州市 L=1.1km 20.0 160.0 180.0

岩⼿中部⽔道企業団
L=0.6km 16.8 79.9 96.7

４ 整備による効果
災害発⽣時の断⽔を防ぐことにより、住⺠の安⼼安全な暮らしを守る
ことができ、職員が応急給⽔対応以外の復旧活動に迅速に対応する
ことも可能になります。また、将来的に様々な連携に繋がることも期待さ
れます。

奥州市 ⇒
岩⼿中部⽔道企業団

岩⼿中部⽔道企業団
⇒ 奥州市

給⽔⼾数（⼾） 約810 約1,380
給⽔⼈⼝（⼈） 約1,730 約3,000

１⽇当り可能給⽔量（㎥） 約580 約1,010

上記事業費のうち１/４は国の交付⾦を活⽤する予定です。

（百万円）

整備場所︓主要地⽅道⼀関北上線
（奥州市江刺稲瀬〜北上市稲瀬町地蔵堂地内）

●費⽤負担について
共同施設（流量計室）は応援できる給⽔量の割合に応じて負担、
連絡管布設、維持管理費は各事業体で負担
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